
口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 01 感情・動機 (5-106 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 柳澤 邦昭

01-01 競合目標の達成可能性が焦点目標の遂行に与える影響 ○櫻井 良祐 東京大学
渡辺 匠 東京大学・日本学術振興会
唐沢 かおり 東京大学

01-02 ネガティブ感情はどのようにして会話満足度に結び
つくか
―相手の感情推測と会話中の非言語行動に着目し
た検討―

○藤原 健 京都大学
大坊 郁夫 東京未来大学

01-03 向社会的行動の価値・コストに対する焦点化が第三
者への向社会的行動に及ぼす影響

○白木 優馬 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学

01-04 怒りと悲しみが真偽性判断の正答率に及ぼす影響 ○朴 喜静 大阪大学
大坊 郁夫 東京未来大学

01-05 死の想起に伴う快情動処理の亢進に関する脳機能研究 ○柳澤 邦昭 京都大学・日本学術振興会
阿部 修士 京都大学
嘉志摩 江身子 La Trobe University
野村 理朗 京都大学

口頭発表 01 感情・動機 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 02 対人的相互作用① (5-107 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 石黒 格

02-01 人間性評価 ○上出 寛子 大阪大学
Friederike, Eyssel Bielefeld University
新井 健生 大阪大学

02-02 バーチャル・リアリティ空間における臨(隣)人感 ○浅井 暢子 京都文教大学
清水 乃輔 室蘭工業大学
寺本 渉 室蘭工業大学

02-03 手続き的公正感に対する説明と丁寧さの効果 ○今在 慶一朗 北海道教育大学

02-04 高齢者の利他的行動場面における世代間相互作用の
実験的検討

○田渕 恵 関西学院大学
三浦 麻子 関西学院大学

02-05 信頼の解き放ち理論の検証
ダイアド・データを用いて

○石黒 格 日本女子大学
岡元 陽一 国際基督教大学

口頭発表 02 対人的相互作用① 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 03 偏見・ステレオタイプ (5-203 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 上瀬 由美子

03-01 Different Groups, Same Levels of Prejudice?
Assessing Possible Differences with Direct and
Indirect Measures

○SEEL, Miriam 名古屋大学
KARASAWA, Minoru 名古屋大学

03-02 肥満者に対するステレオタイプと体形情報による印
象の変化

○佐名 龍太 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学

03-03 感染脅威は同性愛者の特徴の影響を変容させるのか ○田坂 麻紘 名古屋大学
唐沢 穣 名古屋大学

03-04 大学生による社会的ステレオタイプの評価 ○松尾 藍 筑波大学
松井 豊 筑波大学

03-05 刑務官の職業意識―職業威信や被スティグマ意識
が仕事への態度に及ぼす影響―

○上瀬 由美子 立正大学
矢野 恵美 琉球大学

口頭発表 03 偏見・ステレオタイプ 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 04 集団間関係 (5-204 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 熊谷 智博

04-01 外集団の重要性がネガティブなメタステレオタイプ
の働きへ及ぼす影響

○小林 智之 同志社大学
及川 昌典 同志社大学

04-02 対立的信念と謝罪：
集団間の赦しを引き出す信頼の媒介効果について

○後藤 伸彦 名古屋大学
Catherine, Philpot クイーンズランド大学

04-03 集団と個人の地位が内集団バイアスに及ぼす影響(3)
―メタ分析による 4 事例の統合的検証―

○杉浦 仁美 広島大学・日本学術振興会
清水 裕士 広島大学
坂田 桐子 広島大学

04-04 相互依存性と内集団協力
――広島東洋カープファンを対象とした場面想定
法実験――

○中川 裕美 広島修道大学
中西 大輔 広島修道大学
横田 晋大 広島修道大学

04-05 外集団の道徳性知覚が集団間関係に与える効果 ○熊谷 智博 大妻女子大学

口頭発表 04 集団間関係 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 05 文化① (5-304 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 清水 裕士

05-01 文化的自己観の並列分散処理モデル ○中山 真孝 京都大学・日本学術振興会
齊藤 智 京都大学

05-02 住居流動性が謝罪・補償の効果に及ぼす影響 ○小宮 あすか University of Virginia
大薗 博記 鹿児島大学
渡部 幹 Monash University
大坪 庸介 神戸大学
大石 繁宏 University of Virginia

05-03 文化進化における単純さへの淘汰圧：実験的検討 ○須山 巨基 北海道大学
竹澤 正哲 北海道大学

05-04 日本における友人への間接的サポート要求(1) ○清水 裕士 広島大学
平川 真 広島大学・日本学術振興会

05-05 日本における友人への間接的サポート要求(2) ○平川 真 広島大学・日本学術振興会
清水 裕士 広島大学
森永 康子 広島大学

口頭発表 05 文化① 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 06 社会的交換① (5-305 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 針原 素子

06-01 場面想定法を用いた恩送りの適応的基盤の検討 ○加村 圭史朗 北海道大学
竹澤 正哲 北海道大学

06-02 目は口ほどにものを言う？
協力者と非協力者を見極める際の視線解析による探
索的研究

○井上 裕香子 東京大学
清成 透子 青山学院大学
谷田 林士 大正大学
高橋 英之 大阪大学
齋藤 慈子 東京大学
長谷川 寿一 東京大学

06-03 社会的交換場面における行動決定に評判が与える影響 ○稲葉 美里 北海道大学・日本学術振興会
高橋 伸幸 北海道大学

06-04 利他行動における監視の効果：発達研究による検討 ○藤井 貴之 玉川大学
高岸 治人 玉川大学
岡田 浩之 玉川大学

06-05 一般的他者への態度に及ぼす社会的ネットワークの
影響：
日韓米比較調査による検討

○針原 素子 東京女子大学

口頭発表 06 社会的交換① 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 07 自己 (5-106 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 金政 祐司

07-01 防衛的悲観主義者はなぜ・どのようにして自己調整
に成功・失敗するのか
―自己調整資源の枯渇の観点から―

○寺田 未来 広島大学
浦 光博 広島大学

07-02 自己概念の明確性と自尊感情はなぜ高く相関するの
か？─自我同一性媒介仮説の検討─

○徳永 侑子 岡山大学
畠中 香織 岡山大学
山本 恵美子 岡山大学
堀内 孝 岡山大学

07-03 サイコパシー特性はなぜ存在するか：究極要因と至
近要因

○新井 さくら 東京大学
清成 透子 青山学院大学
高岸 治人 玉川大学
齋藤 慈子 東京大学
長谷川 寿一 東京大学
山岸 俊男 東京大学

07-04 愛着スタイルと囚人のジレンマゲーム ○安念 保昌 愛知みずほ大学
高橋 徹 愛知みずほ大学

07-05 社会へのイメージと幸福感
―大学生と社会人ならびに男性と女性の比較検討―

○金政 祐司 追手門学院大学

口頭発表 07 自己 第 1日

─ 32 ─



口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 08 認知・社会的認知 (5-107 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 外山 みどり

08-01 利用範囲が広いほどプリペイド・カードの魅力は高
まるか

○山田 歩 東京大学
植田 一博 東京大学

08-02 情報伝達時の受け手の属性が送り手の SIB (Saying
is Believing) 効果生起に及ぼす影響

○鄭 顯玉 三重大学
松浦 均 三重大学

08-03 大きな腕回しは拡散的創造性を高める
―創造性における身体の影響―

○永井 聖剛 産業技術総合研究所
山田 陽平 産業技術総合研究所・奈良教育大学
仲嶺 真 筑波大学

08-04 他者の心的状態の推測に対するオキシトシン受容体
遺伝子多型及び心的ストレスの影響

○日道 俊之 京都大学・日本学術振興会
藤田 弥世 京都大学
野村 理朗 京都大学

08-05 事前の予測と事後の説明―ロンドン・オリンピッ
クを題材に―

○外山 みどり 学習院大学

口頭発表 08 認知・社会的認知 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 09 態度 (5-203 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 有光 興記

09-01 日本語版公正世界信念尺度の作成と多次元性の検討 ○村山 綾 関西学院大学
三浦 麻子 関西学院大学

09-02 環境デザイン刺激による習慣的食品摂取行動の抑制 ○大友 章司 甲南女子大学

09-03 福島第一原発事故による放射線被曝恐怖への偏見解
消教育の効果
―関東地域住民を対象として―

○有光 興記 駒澤大学

09-04 議論志向性の文化的要因 ○申 知元 青山学院大学
北 琢磨 東京日本語センター
田崎 勝也 青山学院大学

09-05 有権者の批判的思考態度が政治リテラシーと投票行
動に及ぼす影響
―2012年衆議院選挙と 2013年参議院選挙の分析―

○楠見 孝 京都大学
三浦 麻子 関西学院大学

口頭発表 09 態度 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 10 集団内過程① (5-204 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 三沢 良

10-01 他者の存在は罰行動を促進させるのか ○波多野 礼佳 北海道大学
髙橋 伸幸 北海道大学

10-02 チーム理想像の評価に関する研究
―緊急時対応に必要なチームワークの探求―

○三沢 良 電力中央研究所

10-03 チームの効果性と共有メンタルモデルの関係性の検討 ○秋保 亮太 九州大学
縄田 健悟 京都文教大学
津曲 陽子 愛媛大学
菊地 梓 九州大学・日本学術振興会
松尾 和代 九州大学
山口 裕幸 九州大学

10-04 成果主義的人事制度と上司・部下間の協力について ○幸田 達郎 文教大学

10-05 個人の信頼が機能する集団の条件
―コミュニティにおける住民の協力行動を対象に
した分析―

○福島 慎太郎 京都大学
内田 由紀子 京都大学
西前 出 京都大学

口頭発表 10 集団内過程① 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 11 文化② (5-304 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 石井 敬子

11-01 日中間関係における多元的無知と態度表明意図
―賞賛獲得欲求・拒否回避欲求との関連性の検討―

○宮島 健 九州大学
縄田 健悟 京都文教大学
黄 麗華 九州大学
山口 裕幸 九州大学

11-02 集合的非達成は包括的認知を促進するか？
〜共同演奏作業を通しての検証〜

○富永 仁志 京都大学
内田 由紀子 京都大学
宮本 百合 ウィスコンシン大学
山崎 晃男 大阪樟蔭女子大学

11-03 年齢と文化的自己観の関係 ○橋本 博文 東京大学・日本学術振興会
山岸 俊男 東京大学

11-04 日本社会の個人主義化は幸福をもたらすか？
文化の変容と個人の適応に関する経時的検討

○荻原 祐二 京都大学
内田 由紀子 京都大学
楠見 孝 京都大学

11-05 ソーシャルサポートと感情経験：日米比較研究 ○石井 敬子 神戸大学
Taraneh, Mojaverian カリフォルニア大学サンタバーバラ校
Heejung, Kim カリフォルニア大学サンタバーバラ校
桝野 佳奈実 神戸大学

口頭発表 11 文化② 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 12 社会的交換② (5-305 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 松本 良恵

12-01 信頼と寛大さの共進化メカニズム ○稲垣 佑典 東北大学
瀧川 裕貴 東北大学
大林 真也 東北大学・日本学術振興会

12-02 他者が隠そうとする振舞いを，見逃さないのは誰
か？

○植村 友里 淑徳大学
神 信人 淑徳大学

12-03 第三者罰の理由：評判と行動変容 ○堀田 結孝 北海道大学・日本学術振興会
竹澤 正哲 北海道大学

12-04 向社会行動とステイクサイズ (1) ○松本 良恵 玉川大学
李 楊 北海道大学
山岸 俊男 東京大学

12-05 向社会行動とステイクサイズ (2) ○李 楊 北海道大学
松本 良恵 玉川大学
山岸 俊男 東京大学

口頭発表 12 社会的交換② 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 13 パーソナリティ (5-106 教室) 16 : 10〜17 : 40

座長 堀毛 一也

13-01 自己愛傾向がもたらす対人不適応―ペア内の相互
影響過程の検討―

○加藤 仁 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学

13-02 ストレスフルな体験に対する意味づけと反すう
―脅威評価と個人特性に着目して―

○上條 菜美子 筑波大学
湯川 進太郎 筑波大学

13-03 感情欲求尺度開発の試み ○神山 貴弥 同志社大学
藤原 武弘 関西学院大学

13-04 サイコパス傾向が協力傾向に与える影響 ○渡辺 光咲 玉川大学
高岸 治人 玉川大学
山岸 俊男 東京大学

13-05 サスティナブルな心性・行動尺度の再検討 ○堀毛 一也 東洋大学

口頭発表 13 パーソナリティ 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 14 身近な人間関係 (5-107 教室) 16 : 10〜17 : 40

座長 川名 好裕

14-01 街中での話しかけ方に対する印象 ○仲嶺 真 筑波大学

14-02 外見から推定される女性の魅力 ○川名 好裕 立正大学
齊藤 勇 立正大学

14-03 友人からの自己への評価が関係良好性に与える影響 ○谷口 淳一 帝塚山大学

14-04 恋愛関係解消後の友人関係承認のためのアカウント
作成コミュニケーション (II)

○増田 匡裕 高知大学

14-05 対人関係獲得に伴う競争がパートナー獲得戦略に及
ぼす影響

○山田 順子 北海道大学
鬼頭 美江 北海道大学・日本学術振興会
結城 雅樹 北海道大学

口頭発表 14 身近な人間関係 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 15 集団 (5-203 教室) 16 : 10〜17 : 40

座長 尾関 美喜

15-01 関係流動性が突出協力行動の自己規制に与える影響 ○小松 瑞歩 北海道大学
結城 雅樹 北海道大学
三船 恒裕 高知工科大学

15-02 関係流動性と規範の遵守率の推測が規範の性質認知
におよぼす影響

○上原 依子 大阪大学

15-03 逸脱者に対する社会的排斥の悪質性軽視：社会的排
斥の正統性評価による調整効果の検討

○玉井 颯一 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学
吉澤 寛之 岐阜聖徳学園大学

15-04 先制攻撃における内集団バイアス：最小条件集団を
用いた実験研究

○三船 恒裕 高知工科大学
ドラ シムノヴィチ 無所属
山岸 俊男 東京大学

15-05 描画法による内集団表象の検討(1)―抽出されるカ
テゴリの内容に着目して―

○尾関 美喜 早稲田大学
玉城 絵美 早稲田大学
北村 史 早稲田大学
米澤 香那子 早稲田大学

口頭発表 15 集団 第 1日
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口頭発表 第 1日 11 月 2 日 (土)

口頭発表 16 集団内過程② (5-204 教室) 16 : 10〜17 : 40

座長 釘原 直樹

16-01 集団規範の再生産プロセスに関する事例研究 ○正木 郁太郎 東京大学
村本 由紀子 東京大学

16-02 自尊心と自己愛傾向に基づく対人選択過程：
行為者志向型ネットワーク選択モデルによる検討

○五十嵐 祐 名古屋大学
加藤 仁 名古屋大学

16-03 評判の共有による逸脱行動の抑制 ○鈴木 貴久 総合研究大学院大学
小林 哲郎 国立情報学研究所

16-04 サイバーローフィング
―職場環境とパーソナリティ要因の影響―

○阿形 亜子 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学

16-05 大集団の同調実験 ○釘原 直樹 大阪大学
寺口 司 大阪大学
上田 耕平 大阪大学

口頭発表 16 集団内過程② 第 1日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 17 社会的認知 (5-106 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 沼崎 誠

17-01 意識と無意識の処理特性
―言語情報による閾下単純接触効果の修正―

○川上 直秋 筑波大学
吉田 富二雄 東京成徳大学

17-02 社会的ネットワークの構成が態度の両価性に及ぼす
影響

○平島 太郎 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学

17-03 病気の顕現性が高齢者への心理的距離感に及ぼす影響 ○石井 国雄 明治学院大学
田戸岡 好香 一橋大学

17-04 温度の知覚が自己評定と他者評定に及ぼす効果：対
象物の温度と気温

○大江 朋子 帝京大学
塩沢 萌 日本福祉教育専門学校

17-05 硬さ／柔らかさの触覚が対人認知に及ぼす効果 ○沼崎 誠 首都大学東京
石井 国雄 明治学院大学
松崎 圭佑 首都大学東京
埴田 健司 一橋大学
田戸岡 好香 一橋大学

口頭発表 17 社会的認知 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 18 対人的相互作用② (5-107 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 大坪 庸介

18-01 自己罰傾向とオキシトシン受容体遺伝子多型 ○大坪 庸介 神戸大学
松永 昌宏 愛知医科大学
小宮 あすか University of Virginia
田中 大貴 神戸大学
三船 恒裕 高知工科大学
八木 彩乃 神戸大学

18-02 自己罰行動の至近要因としての恥感情 ○田中 大貴 神戸大学
八木 彩乃 神戸大学
小宮 あすか University of Virginia
三船 恒裕 高知工科大学
大坪 庸介 神戸大学

18-03 社会的違反者の感情表出と解読者の行動 ○佐々木 美加 明治大学

18-04 社会化エージェントの多層的影響に関する研究(4)
―親・地域住民が子の社会的情報処理に与える相
乗的・相互補完的影響―

○吉澤 寛之 岐阜聖徳学園大学
吉田 琢哉 東海学院大学
原田 知佳 名城大学
浅野 良輔 浜松医科大学
玉井 颯一 名古屋大学
吉田 俊和 岐阜聖徳学園大学

18-05 「ひいきする」医師からの情緒的支えは患者をつな
ぎとめるか？

○相馬 敏彦 広島大学
野田 義顕 広島大学

口頭発表 18 対人的相互作用② 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 19 集団の意思決定 (5-203 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 都築 誉史

19-01 当事者性と決定フレームが集団意思決定に及ぼす効果 ○大沼 進 北海道大学
長坂 邦仁 北海道大学
佐藤 浩輔 北海道大学
北梶 陽子 北海道大学
吉田 悠一郎 北海道大学

19-02 多数派が有能な独裁者より優れている真の理由 ○中分 遥 北海道大学
竹澤 正哲 北海道大学

19-03 タイムプレッシャーが集団極性化と第 1 発言者効果
に及ぼす影響

○都築 誉史 立教大学
菊地 学 立教大学

19-04 集団の知恵の成立条件を探る：独立性と協調のパラ
ドクス

○金 恵璘 北海道大学
豊川 航 北海道大学・日本学術振興会
亀田 達也 北海道大学

19-05 集団的選好の形成過程と満足感：集団討議による購
買意思決定の研究

○杉谷 陽子 上智大学

口頭発表 19 集団の意思決定 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 20 犯罪・社会問題 (5-204 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 島田 貴仁

20-01 評議内容の提示が裁判員裁判の判決に対する一般市
民の評価に及ぼす影響

○板山 昂 神戸学院大学

20-02 閾下情報の呈示が犯罪被害者への態度に及ぼす影響
〜防衛的帰属理論に基づく検討

○新岡 陽光 東京大学
高野 陽太郎 東京大学

20-03 医療機関による説明のあり方が患者の医療評価に及
ぼす効果

○白岩 祐子 東京大学
唐沢 かおり 東京大学

20-04 ゴミの不法投棄抑制に対する看板と環境の効果―
名取川における現場実験

○中俣 友子 東北大学
阿部 恒之 東北大学

20-05 近隣での迷惑行為に対する社会統制の促進要因
―パネルデータを用いた分析―

○島田 貴仁 科学警察研究所
高木 大資 東京大学

口頭発表 20 犯罪・社会問題 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 21 政治・コミュニティ (5-304 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 野波 寛

21-01 議題設定がエネルギー問題への賛否に与える影響 ○佐藤 浩輔 北海道大学・日本学術振興会
田原 真之 北海道大学
大沼 進 北海道大学

21-02 家庭でのエネルギー消費抑制に向けた長期的な介入
の効果測定：
旭川での一年にわたる省エネの取り組み事例

○森 康浩 北海道大学
大沼 進 北海道大学
安保 芳久 北海道環境財団

21-03 地層処分場の決定権をめぐる多様なアクターの正当性
“誰がなぜゲーム／ NIMBY版”における当事者と
非当事者に情報環境が及ぼす影響

○野波 寛 関西学院大学
坂本 剛 名古屋産業大学
大友 章司 甲南女子大学
田代 豊 名桜大学

21-04 自由回答データ分析による政治的エピソード記憶の
測定

○岡田 陽介 慶應義塾大学

21-05 投票意図と投票結果の対応パターンと選挙関心の関連
―投票日前後パネルデータを用いて―

○末吉 南美 関西学院大学
三浦 麻子 関西学院大学

口頭発表 21 政治・コミュニティ 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 22 メディア・消費 (5-305 教室) 9 : 15〜10 : 45

座長 池内 裕美

22-01 文化伝播モデルのソーシャルメディアへの拡張
―大域的・局所的情報源との相互作用が嗜好の多
様性にもたらす効果―

○小川 祐樹 立正大学
山本 仁志 立正大学

22-02 Twitter における近傍ネットワークの同質性が意見
変化に及ぼす効果

○山本 仁志 立正大学
宮田 加久子 明治学院大学
小川 祐樹 立正大学
池田 謙一 東京大学
市川 芳治 慶應義塾大学

22-03 東日本大震災に関するクロスメディア分析
テレビ・新聞・ブログのテキストデータを用いて

○稲増 一憲 関西学院大学
柴内 康文 東京経済大学
池田 謙一 同志社大学

22-04 人はなぜモノを溜め込むのか 2
―ホーディング傾向尺度の再検討―

○池内 裕美 関西大学

22-05 向社会的規範広告が消費者行動に及ぼす影響 ○泉水 清志 育英短期大学

口頭発表 22 メディア・消費 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 23 対人認知・印象形成 (5-106 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 石井 辰典

23-01 マインドリーディングにおける係留と調整：
反応時間によって投影方略の使用を検出する

○石井 辰典 東京成徳大学
竹澤 正哲 北海道大学
舘野 隼和 上智大学

23-02 精神障害者に対する心理的排除に関する研究 ○武藤 麻美 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学

23-03 他者判断における検索容易性効果と心理的距離によ
る調整過程

○織田 涼 立命館大学
八木 保樹 立命館大学

23-04 苦痛の共感における情動制御機能
―他者の感受性に関する情報が観察者の生理反応
に及ぼす影響の検討

○村田 藍子 北海道大学・日本学術振興会
佐々木 超悦 北海道大学
樋口 さとみ 岩手医科大学
亀田 達也 北海道大学

23-05 不公正への介入機会が被害者蔑視に及ぼす調整効果 ○橋本 剛明 東京大学
二木 望 東京大学
唐沢 かおり 東京大学

口頭発表 23 対人認知・印象形成 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 24 対人ストレス・QOL (5-107 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 源氏田 憲一

24-01 関係への志向性が対人葛藤直面時における対処方略
の選択に及ぼす影響

○吉田 琢哉 東海学院大学

24-02 自己愛傾向と対人ストレスユーモアコーピングが夫
婦間での怒り表出に及ぼす影響

○阿部 晋吾 梅花女子大学
太田 仁 梅花女子大学

24-03 対人ストレス状況下の状況特異的コーピングと精神
的健康の関連：特異項目機能の観点からの検討

○髙本 真寛 筑波大学・日本学術振興会

24-04 幸福のための不可欠の元種として、自己に関わる気
がかりな思いを放念できること

○早瀬 光司 広島大学
浦 光博 追手門学院大学

24-05 承認とWell-being：JGSS-2012による検討 ○源氏田 憲一 実践女子大学

口頭発表 24 対人ストレス・QOL 第 2日

─ 49 ─



口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 25 組織 (5-203 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 縄田 健悟

25-01 人は不祥事の責任をどう考えるか？―責任の対象
と種類による分析―

○綿村 英一郎 慶應義塾大学・日本学術振興会
渡辺 匠 東京大学・日本学術振興会
唐沢 かおり 東京大学

25-02 組織におけるチームワークはいかにして高業績を導
き出すか

○縄田 健悟 京都文教大学
山口 裕幸 九州大学
波多野 徹 (株)産学連携機構九州
青島 未佳 (株)産学連携機構九州

25-03 従業員の職務レジリエンスを支える要因の検討 ○菊地 梓 九州大学・日本学術振興会
山口 裕幸 九州大学

25-04 従業員の制御焦点が社会的交換の成立に対する信念
に及ぼす影響

○佐藤 有紀 名古屋大学
五十嵐 祐 名古屋大学
吉田 俊和 岐阜聖徳学園大学

25-05 情報の共有が支援要請行動へ及ぼす影響
―番組制作現場におけるチームパフォーマンスの
源泉―

○松尾 和代 九州大学
山口 裕幸 九州大学

口頭発表 25 組織 第 2日

─ 50 ─



口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 26 リスク認知，安全・防災① (5-204 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 中谷内 一也

26-01 情報メディアに対する信頼と高次リテラシー
―震災後のパネル調査データによる検討 (3)―

○三浦 麻子 関西学院大学
楠見 孝 京都大学
小倉 加奈代 岩手県立大学

26-02 大地震直後の安否確認行動 (2) ○中谷内 一也 同志社大学

26-03 景品表示法とコンプガチャ：カード合わせの心理学
的妥当性を検証する

○竹澤 正哲 北海道大学
加藤 早紀 広島保護観察所
中分 遥 北海道大学
須山 巨基 北海道大学
藤山 直樹 上智大学

26-04 風評被害発生メカニズムの検討 (2)
―主婦を対象とした買い控えモデルの一般性の検
討―

○工藤 大介 同志社大学
中谷内 一也 同志社大学

26-05 風評被害の何が問題なのか：場面想定法実験による
検討

○泉 愛 広島修道大学
中西 大輔 広島修道大学
横田 晋大 広島修道大学

口頭発表 26 リスク認知，安全・防災① 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 27 政治意識 (5-304 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 安野 智子

27-01 原子力発電をめぐる態度変化とその規定要因 ○安野 智子 中央大学

27-02 政治的会話が社会的寛容性に及ぼす効果 ○横山 智哉 一橋大学
稲葉 哲郎 一橋大学

27-03 コモンズ管理の正当性における当事者・非当事者間
の相互承認構造―内モンゴルの草原管理を事例と
して―

○坂本 剛 名古屋産業大学
野波 寛 関西学院大学
蘇米雅 内蒙古工業大学
哈斯額尓敦 内蒙古大学
大友 章司 甲南女子大学
田代 豊 名桜大学

27-04 外国認識と相対利得との関係――ライシュの実験
を通して

○福井 英次郎 慶應義塾大学

27-05 低パフォーマンスの政府に対する評価と正統性との
関連
―平時シナリオを用いたオンライン調査による検
討―

○寺島 圭 関西学院大学
三浦 麻子 関西学院大学

口頭発表 27 政治意識 第 2日

─ 52 ─



口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 28 適応・異文化適応 (5-305 教室) 11 : 00〜12 : 30

座長 箕浦 康子

28-01 新入社員の入社後半年間の経験と適応プロセス ○今城 志保 リクルートマネジメントショ
リューションズ

繁桝 江里 青山学院大学

28-02 余暇活動がWell-beingに与える影響 (3)
―中高年者を対象に余暇活動内容に着目して―

○西川 千登世 目白大学
渋谷 昌三 目白大学

28-03 多文化環境と文化的アイデンティティ―国際結婚
家族の場合

○鈴木 一代 埼玉学園大学

28-04 イスラム教徒の非イスラム国での体験：日本におけ
るEPA看護師・介護福祉士の事例から

○浅井 亜紀子 桜美林大学
箕浦 康子 お茶の水女子大学
宮本 節子 兵庫県立大学

28-05 グローバリゼーションと青年期の異文化体験の変容
―EPA インドネシア人看護師・介護福祉士候補者
の場合―

○箕浦 康子 お茶の水女子大学
浅井 亜紀子 桜美林大学
宮本 節子 兵庫県立大学

口頭発表 28 適応・異文化適応 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 29 リスク認知，安全・防災② (5-204 教室) 15 : 15〜16 : 45

座長 元吉 忠寛

29-01 地震防災行動に及ぼすリスク認知と効果性の影響 ○尾崎 拓 同志社大学
中谷内 一也 同志社大学

29-02 鉄道事業者への信頼の事故・遅延原因ごとの違い ○岡田 安功 (公財)鉄道総合技術研究所
宮地 由芽子 (公財)鉄道総合技術研究所
鏑木 俊暁 (公財)鉄道総合技術研究所

29-03 仮想的な 110番通報場面における会話エラー ○豊沢 純子 大阪教育大学
竹橋 洋毅 東京未来大学

29-04 家庭と地域の防災行動モデルの検証 ○元吉 忠寛 関西大学

口頭発表 29 リスク認知，安全・防災② 第 2日
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口頭発表 第 2日 11 月 3 日 (日)

口頭発表 30 環境問題 (5-304 教室) 15 : 15〜16 : 45

座長 安藤 香織

30-01 社会的ジレンマ状況において虚偽可能でも行動履歴
の公開が協力行動をもたらすとき：産業廃棄物不法
投棄ゲームによる例証

○北梶 陽子 北海道大学・日本学術振興会
大沼 進 北海道大学

30-02 環境配慮行動を促すための情報提示手法 ○竹橋 洋毅 東京未来大学
元吉 忠寛 関西大学
片山 正昭 名古屋大学
河口 信夫 名古屋大学

30-03 地域への帰属意識は環境配慮行動を促進するか ○柿本 敏克 群馬大学
安藤 香織 奈良女子大学

30-04 生態系サービスへの認知に影響を与える要因の検討：
幼少期および現在の居住地域の自然環境に着目して

○今井 葉子 国立環境研究所
角谷 拓 国立環境研究所
上市 秀雄 筑波大学
高村 典子 国立環境研究所

30-05 東日本大震災後の大学生の節電行動：地域別検討 ○安藤 香織 奈良女子大学
大沼 進 北海道大学
柿本 敏克 群馬大学
杉浦 淳吉 慶応義塾大学
野波 寛 関西学院大学
神原 歩 奈良女子大学
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口頭発表 31 比較文化 (5-305 教室) 15 : 15〜16 : 45

座長 山崎 瑞紀

31-01 個人主義が拡張するネットワークと関係流動性：
Facebook とmixi における自己表現

○竹村 幸祐 京都大学
鈴木 智子 京都大学

31-02 SNSにおける自己呈示の文化差：社会生態学的ア
プローチからの検討

○Thomson, Robert 北海道大学
結城 雅樹 北海道大学

31-03 日本と中国における職場の行動ルールと価値観 ○山﨑 瑞紀 東京都市大学
王 聖鶯 アジアマリンファーム

31-04 他者志向的不安に対する社会生態学的アプローチ：
日米比較による検討

○佐藤 剛介 北海道大学
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